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第30回宝満川一斉清掃を実施しましたチアダンスチームが全国大会へ！

下町区で自主避難所設置訓練を実施

４月29日、小郡ライオンズクラブ主催で宝満
川一斉清掃が行われました。1,200人を超える市
民が参加し、北は西小田橋から南は今朝丸橋まで、
小郡市を南北に流れる宝満川を清掃しました。
30年前、ライオンズクラブの環境整備奉仕
作業として始まったこの活動。当時、河川敷には
冷蔵庫や洗濯機などの粗大ごみが放置されてい
ました。しかし近年では、粗大ごみの不法放棄は
大幅に減少しており、「宝満川をきれいにした
い」という市民の願いが実を結びつつあります。
これからも、ライオンズクラブをはじめ、市
や市民が一体となって宝満川の環境美化に努
め、清掃活動を継続して行っていきましょう。

５月６日、チアダンスチーム「DeaR」に所属
する３チームが、全国大会出場時の演技を市長
に披露しました。
３月30日に幕張メッセで開催された「USA The

PEAK 2026」では、Mini編成、Youth編成のSpirit-
leading部門でそれぞれ第１位を獲得。また、
DeaRが初めて挑戦したYouth編成Pom部門で
も第４位に入るなど、優秀な成績を収めました。
当日は、本番さながらのメイクと衣装で迫力あ
る演技を披露。DeaRの皆さんは、「本番以上に
緊張したけれど、いい経験になりました。また来
年も嬉しいご報告ができるよう頑張ります」と次
の大会に向けた意気込みを語ってくれました。

４月８日に下町区とこぐま学園が「災害時に
おける一時避難所設置に関する協定」を締結し
たことを受け、６月７日に自主避難所設置訓練
を実施しました。
訓練では、大型で非常に勢力の強い台風の接
近を想定し、下町区の住民の皆さんが自主避難
所としてこぐま学園に避難する実動訓練を行い
ました。
当日は雨の中、81人が参加。参加者からは

「近くにあるこのような施設と災害時の協定を
結んでいただけることは、とても心強い」と
いった声が聞かれました。

留学生が交通ルールを学ぶ
４月30日、小郡警察署の協力のもと、平岡
学園で外国人留学生を対象とした交通安全研修
が行われました。同校には、ネパールやミャン
マーなど４か国から66人の外国人留学生が在
籍しており、日本の生活ルールを学ぶ研修を定
期的に実施しています。
今回は、今年４月に改正された自転車の交通
ルールや犯罪発生状況などを説明した後、グラ
ウンドで自転車の実技講習を実施。参加者は、
一時停止や交差点での右折方法などを実践的に
学びました。留学生からは、「周囲の迷惑にな
らないよう、注意して自転車を利用したい」と
いった声が聞かれ、交通安全への意識を高めて
いる様子でした。

No.490 人権・部落問題シリーズ

７月は同和問題啓発強調月間です

差別をなくすためには
～これからの「同和」教育がすべきこと～

　福岡県と県内各市町村は、同和問題の早期解消をめざして７月を「同和問題啓発強調月間」と定めてい
ます。市では、街頭啓発や市民講演会の開催など、差別のない、すべての人の人権が尊重されるまちの
実現に向けた取り組みに力を入れています。

　これまでの人権・同和教育の成果と課題を振り返りながら、今後の人権・同和教育には何が求
められるのか、講師自身の経験を踏まえてお話しいただきます。

同和問題・部落差別
　同和問題とは、「被差別部落出身である」ことや「同和地区に住んでいる」という理由だけでいわれのな
い差別を受け、憲法で保障されている基本的人権が侵害されるという日本固有の人権問題です。現在で
も、結婚や就職時などさまざまな場面で差別を受けることや、住居を選ぶ際に同和地区を避けるなどの
差別事案が後を絶ちません。
　また、近年では、インターネット（SNS）上で被差別部落に関する誹謗中傷の書き込みや、差別意識を
助長する悪質な動画の公開など、新たな差別行為も発生しています。
　こうした状況を受け、国では平成28年に、部落差別の解消を目的とした「部落差別解消推進法」を制定
しました。市でも、平成７年に制定した「小郡市部落差別撤廃・人権擁護に関する条例」を平成30年に改
正し、部落差別の解消に向けた教育・啓発に取り組んでいます。

同和問題を解決するためには
　「同和問題は、誰も教えなければ自然になくなる」と言う人がいます。しかし、SNSや動画投稿サイト
などでは、同和問題に関して誤った情報や偏見につながる内容が見受けられることがあります。イン
ターネット（SNS）上に一度掲載された情報を完全に消去することは極めて困難です。もし、同和問題に
ついて正しい知識がないままそのような情報に触れてしまうと、誤った内容を真実だと受け取ってしま
い、いつまでも差別や偏見が続くことになります。偏見や差別に基づく言動は、人の人格や尊厳を傷つ
けるものであり、決して許されるものではありません。
　同和問題について正しく理解し、偏見や差別的な言動、インターネット（SNS）上での誤った情報に惑
わされることなく、差別や人権侵害をなくすために行動できるようになりましょう。

人権・同和教育課　人権・同和教育グループ　☎73-9129問

小郡市同和問題市民講演会

日時

入場無料 申込不要

７月18日（土）14時（13時半開場）

会場 文化会館大ホール

講師 新谷恭明さん
（（公社）福岡人権研究顧問・九州大学名誉教授）

託児 無料
希望者は、７月13日（月）までに申し込み
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